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泌尿器科領域におけ るT-3262の 臨床的検討
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富山医科薬科大学医学部泌尿器科学教室*

(**:現 兵庫医科大学泌尿器科学教室)

新 しく開発 され た合成抗菌剤T-3262を,5例 の単純性 尿路感染症 に150mg/日,19例 の複雑

性尿路感染症に600mg/日 経 口投与 し,UTI薬 効評価基準 に従 い,総 合臨床効果 ・細菌 学 的効果

を判定 した。

総合臨床効果 は単純性尿路感染症で100%,複 雑 性尿路感染症で63%で あ った。 複雑性尿路感

染症におけ る細菌学的効果は消失率が77%で あった。

重 篤な副作用 はなか ったが,BUN,Serum creatinmeが 軽度に上昇 した症例が1例,Kが 軽度 に

上昇 した症 例が1例 あ った。

以上の ことか ら,本 剤は尿路感染症の治療 に有用な薬剤 と考え られ る。

Key woms:T-3262,合 成抗菌剤,複 雑性 尿路感染症

T-3262(化 学 名:(±)-7-(3-amino-1-pyrrolidmyl)-

6-fluoro-1-(2,4-difluoropheny1)-1,4-dihydro-4-oxo-

1,8-naphthyridine-3.carboxylicacidp-toluenesulfo-

natehydrate)は 富 山化 学 工 業(株)に て 開発 され た 新

しい ピ リ ドンカル ボ ン酸 系 抗 菌 物 質 で,本 剤 の化 学 構 造

式 はFig,1に 示 す ご と くで あ り,分 子 量594.56,分 子

式ClgH15F3N4O3・C7H8O3S・H2Oで あ る1)。 わ れ わ れ は

本剤 の尿 路 感 染症 に お け る有 効 性 と安 全 性 に つ い て 検討

した ので,そ の成 績 を 報 告 す る。

Fig. 1. Chemical structure of T-3262 .

I.対 象と方法お よび効果判定法

対象は昭和61年11月 か ら昭和62年3月 までの5

ヵ月間に当科へ入院 または通院 した尿路感染症 で
,急 性

単純性膀胱炎が5例,慢 性複雑性尿路感染症が19例 で

あった。5例 の急性単純性膀胱炎はTable1に 示す よ

うに,全 例 とも女性 で,年 齢は27歳 か ら61歳 であっ

た。19例 の複雑性尿路感染症はTable2に 示 す よ う

に,男 性13例 ・女性6例 で年齢 は42歳 か ら82歳 であ

った。慢性複雑性尿路感染症 の基礎疾患 と して
,神 経因

性膀胱が10例 と最 も多 く,次 いで膀胱腫 瘍3例,前 立

腺癌3例,尿 道 狭窄2例,腎 結石2例 な ど の 順 であ っ

た。

本剤の投与方 法は,単 純性尿路感染症 に 対 し て1回

75mg1日2回 内服,複 雑性尿路感染症 に 対 して1回

300mg1日2回 内服 と し,投 与期間は原則 と して単純

性尿路感染症 に対 して3日 間,複 雑性尿路感染症 に対 し

ては5日 間 とした。

尿検体は男性 お よび 女性 ともに カテーテル尿で 採取

し,検 尿 と細菌学的検査を行 うことを原則 としたが,カ

テ ーテル留置症例では カテーテルの先端 を消毒 清拭 して

流出 して くる尿を直接採尿 し,回 腸 導管症 例では導管周

囲を消毒清拭 したのち,導 管 内ヘ カテーテルを挿入 し採

尿 した。

臨床効果 の判定お よび副作用 の検討は,UTI薬 効評

価基準(第3版)2)に 従 ってお こな った。

II.結 果

1.急 性単純性 膀胱 炎

急 性単純 性膀胱炎の 治療成績 をTable1に 示 した。

起 炎菌 はEscherichia coliが4例,Staphylococcus epi-

dermidisが1例 であ ったが,本 剤投与 に より全 例菌 は消

失 した。UTI薬 効評価基準 に より判定可能 であった も

のは3例 で,い ずれ も自覚症状,膿 尿,細 菌尿が正常化

した著効例 で有効率は100%で あった。

またUTI薬 効評価基準 の適用が不可能 であった2例

を含めた5例 に対す る主治医判定では著効5例 と有効率

は100%で あ った。
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Table 3. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

Table 4. Overall clinical eificacy of T-3262 classified by the type of infection
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Table 5. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

* regardless of bacterial count

2. 複 雑 性尿 路 感染 症

複 雑性 尿路 感 染 症 の 治療 成 績 をTable 2に 示 した 。

19例 全 例 がUTI薬 効 評 価 基 準 に よ り判 定 可 能 で あ った

が,Table 3に 膿尿 と 細 菌尿 に 対 す る 効 果 を 示 した。

膿 尿 に 対 す る 効 果 は 正 常 化4例(21%),改 善3例

(16%),不 変12例(63%)で あ り,細 菌 尿 に対 す る効

果 は陰性 化10例(53%),減 少1例(5%),菌 交 代3例

(16%),不 変5例(26%)で あ った。 以 上 よ り総 合 臨 床

効果 は著 効3例,有 効9例,無 効7例 で有 効 率 は63%

で あ った 。また,19例 を疾 患 病 態群 別 に6群 に分 け,臨

床効 果 を ま とめ た の がTable 4で あ る。 単 独 感 染 は11

例 であ り,上 部 尿 路感 染 症(第3群)1例,下 部 尿 路 感

染症(第4群)10例 で あ った 。 複 数菌 感 染 は8例 であ

り,カ テー テ ル留 置 例(第5群)5例,非 留 置 例(第6

群)3例 で あ った。 単 独 感 染 で は著 効3例,有 効5例,

無効3例 で有 効 率 は73%で あ った。 複 数 菌 感 染 では 有

効4例,無 効4例 で有 効 率 は50%で あ った 。

複雑 性 尿路 感 染 症 に おけ る細 菌 学 的効 果 を菌 種 別 に検

討 した のがTable 5で あ る。Staphylococcus epidermi-

dis 1株,EScherichia coh3株 ,Citrobacter fremdii

1株,Proteus mirabilis1株,Pseudomonas aerugino-

sa 6株,Pseudomonas cepacia1株 ,Acinetobacter

calcoaceticus1株 は 全 て消 失 し
,Enterococcus faecalis

8株 中7株,Staphylococcus aureus 3株 中2株 ,Kleb-

siella pneumomae2株 中1株 が 消 失 し た
。Semtia

mamscm 3株Pseudomonas maltophilia 1株 が 存 続

した。 全体 では31株 の うち24株 が 消 失 し,細 菌 学 的

効果 は77%で あ った 。

3.副 作用

本剤 投与に より副 作用 として発 現 した症 状はなか った

が,臨 床 検査 において,単 純性尿路 感染 症の症 例5お よ

び複雑 性尿路感染症 の症 例14の2例 において,そ れぞ

れKの 軽度上昇,BUN,serumcreatinineの 軽 度上昇

がみ られた。 この2症 例は,主 治医に よ り本剤 との因果

関係はない らしい と判 定 された(Table 6)。

III. 考 察

T-3262は グラム陽性菌,グ ラム陰性菌 お よび嫌気性

菌に対 して広 範囲な抗菌スペ ク トラムと強い抗菌力を有

し,特 に グラム陽性菌,嫌 気性菌 に対 して従来の ピ リド

ンカルボ ン酸系抗菌 剤 よ り強い抗菌 力を有 し,そ の作用

は殺菌的 であ る1)。また,本 剤は経 口投与に よ り消化管

か らよ く吸収 され,高 い尿中濃度が得 られ る1)。そのた

め尿路感染症 に有効な薬剤 と考え られた ことか ら,今 回

われわれは,尿 路感染症を対象 と して,そ の有効性お よ

び安全性 を検討 した。

急性単純性膀胱炎 に対 して,T-3262がUTI薬 効評

価基準お よび 主治医判定 の両者 で 有効率 が100%で あ

った こ とか ら,本 剤が外来通院患者 に対 す る 薬剤 とし

て,利 用価値が高 いこ とが示 され た。

一方
,複 雑性尿路感染症 に対 して,UTI薬 効評価基準

で63%と い う有効 率は,本 剤が経 口投与薬剤 であるこ

とを考 える と優れた成績 である と思われ る。 また複雑性

尿路感染症 の 疾患病態群別 の 有効 率は,単 独感染群 で

73%,複 数菌 感染群 で50%で あ り,複 数菌感染群 にお

いて や や低 い 値 であった。 とくに,カ テーテル留置例

(第5群)で5例 中1例20%の 有効率 と低 く,こ れ は経
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Table 6. Changes in laboratory test results

口投与薬剤 の限界 を示す もの と考 えられ る。細菌学的効

果は,全 体で77%の 消失率 を示 し,良 好 な 成績 で あ

った。 とくに,難 治性尿路感染症 の起炎菌 と して問題 に

され るPseudomonas aeruginosaは6株 中6株 全て消失

し,優 れ た成績 であった。一方,Serratia marcescensは

3株 中3株 全 て存続 してお り,良 好 な成績 とは言えなか

った。

この系統 の薬剤 の副作用 として中枢神経症状が最 も重

要であるこ とは よ く知 られてい るが,こ のよ うな症状 を

含め発現 した症状はなか った。1例 にお いて,投 与終了
ゆ

後 にBUN,serum creatinineの 軽 度 上 昇 を,ま た 別 の

1例 にKの 軽 度 上 昇 を認 め た が,2例 とも主 治 医 に よ り

本剤 との因果関係はない らしい と判定 され,本 剤が安全

性 の高 い薬剤 であ ることが示 された。

IV. 結 語

新 しい ピリ ドンカルボ ン酸系抗菌物質T-3262は,尿

路感染症 に対 して高い有効性を認め,安 全性にも問題は

なか った。
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We performed a clinical evaluation of T-3262 in urinary tract infections. The drug was admini-
stered to 5 patients with simple urinary tract infection for 3 or 7 days at a daily dose of 150 mg,
and to 19 patients with complicated urinary tract infection for 5 or 7 days at a daily dose of 600 mg.

According to the criteria of the Japanese UTI Committee, the efficacy rate was 100% in simple
and 63% in complicated urinary tract infection. Twenty-four of 31 strains were bacteriologically
eradicated, with an elimination rate of 77% in complicated urinary tract infection.

BUN and serum creatinine were slightly elevated in one patient, and potassium in another.

Based on these findings, T-3262 appears to be both effective and safe for the treatment of UTI.


